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平成26年度愛臨技総務部門の取り組み

総務部門担当副会長　　藤田 　孝
　総務部門は、庶務部と会計部から構成されており、理事会で承
認され、総会で報告された年度内事業のなかの主に管理業務を中
心に事業遂行しております。
　総務部門は庶務部と会計部から構成されております。庶務部の
毎年の業務として、会員および会員施設の掌握、文書管理、総会
開催に関する準備、理事会等会議の準備と議事録管理、表彰関係
業務などを行っております。会計部の毎年の業務としては、公認
会計士の指導を受けながら、各部や地区の会計処理、予算書類や
決算書類の作成・管理をおこなっております。
　さて、当会は平成25年４月に公益社団法人として認定を受けて
から１年が経過しました。公益社団法人として１事業年度を過ご
したこととなり、事業報告、決算報告を平成26年度定時総会で会
員の皆様にご審議、ご承認いただきました。すべての議案につい
てご承認いただきましたので、初めての事業年度を無事に終えた
ということになりますが、会員のみなさまに安心して活動してい
ただくためには、当会における規定や内規、マニュアル類を整備・
充実する必要があります。平成25年度も多くの規定類を整備いた
しましたが、平成26年度も引き続き、規定類の整備を行うことと
なります。また、会計面では、定時総会の決算報告で森田会計部
長からも報告がありましたように、遊休財産額が限度額を超過し
てしまい、公益法人として不適合という判定をいただく結果とな
ってしまいました。不適合＝公益認定取り消しとはなりませんが、
この遊休財産対策は今年度是正しなければならない大きな課題と
なっており、総務部門が中心となり、会を挙げて取り組んで参り
ます。
　公益社団法人としての基盤を確立するための１年と位置付けて
いた平成25年度が終わり、今年度は更に発展して行くための重要
な年となります。定時総会でご報告させていただいた事業計画を
役員一同しっかりと取り組んで参りますので、今後とも会員の皆
様のご理解・ご協力をお願いいたします。
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　公益社団法人愛知県臨床検査技師会役員 ･･（10）



－　2　－

　去る６月21日（土）名駅ABCビル（名古屋市）にて、平成26年度第１回中部圏支部の連絡会議が開催され、
各県幹事と中部圏支部学術部門長が出席しました。ここで、支部学術部門についてご説明します。平成26年
度より、学術研究班は学術部門に変更となり、各県より学術経験豊かな部門員が選任され、部門員の互選に
より部門長が１名任命されます。日本臨床衛生検査技師会（以下日臨技）の学術組織の目的は、「職能団体
として学術活動を推進し、専門性の維持・向上を図り、もって公益に資すること」です。この目的を達成す
るため、下記の９部門が各支部に設置されました。各部門では、学術・研修事業を実施するほか、都道府県
技師会と日臨技との学術連携を行います。今年度は、新しい体制で始まりますので、研修会の企画はこれか
らになりますが、正式に決まり次第ご案内できると思います。
　さて、本会議では、日臨技報告、各県技師会学会報告、支部運営の説明等がありました。日臨技報告では、
認定センターの動向、現場に即した内容で作成され技術教本シリーズの発刊について、都道府県で開催する
全国「検査と健康展」の実施要綱の説明がありました。当会もこの企画を立案し11月に全国「検査と健康展」
を実施する予定です。また、今通常国会で「臨床検査技師法等に関する法律の一部改正」が成立し、臨床検
査技師が診療の補助として、採血に加え検体採取ができることになった経緯と今後どのように臨床検査技師
に対する追加研修を行っていくか説明がありました。
　最後に、日臨技と各都道府県技師会が連携するためには、支部の役割も大きく、中部６県の代表である幹
事や学術部門員の方々との情報交換や情報の共有化も大切になります。会員の皆様からも、支部に関するご
意見ご要望がありましたら、愛臨技事務所までご連絡ください。今後とも日臨技事業にご理解とご協力をよ
ろしくお願いします。
〈日臨技学術部門〉
① 生物化学分析部門
 生化学的検査、尿・髄液定量検査、免疫・血清学的検査、毒物・薬物検査等に関する学術的事業
② 臨床一般部門
 尿定性・半定検査、尿沈査検査、髄液検査、体腔液検査、関節液検査、糞便検査、寄生虫検査等に関す
る学術的事業

③ 臨床血液部門
 血球算定検査、血液機能検査、血液形態検査、凝固・線溶検査等に関する学術的事業
④ 臨床微生物部門
 臨床微生物学的検査、感染制御等に関する学術的事業
⑤ 輸血細胞治療部門
 輸血検査、幹細胞治療、輸血製剤管理等に関する学術的事業
⑥ 病理細胞部門
 病理組織検査、細胞診検査等に関する学術的事業
⑦ 染色体・遺伝子部門
 染色体検査、病原体遺伝子検査、ヒト体細胞遺伝子検査、ヒト遺伝子学的検査等に関する学術的事業
⑧ 臨床生理部門
 神経生理学的検査、循環・呼吸生理学的検査、画像診断学的検査等に関する学術的事業
⑨ 臨床検査総合部門
 公衆衛生、生殖医療、臨床病態、医療情報、検査室組織管理、医療機器管理等に関する学術的事業
〈日臨技中部圏支部医学検査学会〉
（第53回）富山県担当　　平成26年９月27・28日開催
（第54回）静岡県担当　　平成27年９月26・27日開催

平成26年度　中部圏支部　支部内連絡会議報告
幹事　椙山　広美
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　去る６月28日（土）午後３時00分から４時40分ま
で栄ガスビル501会議室において公益社団法人愛知
県臨床検査技師会平成26年度定時総会が開催されま
した。はじめに松本会長より、公益社団法人として
の初年度事業についてご審議いただくこと、「検査
説明・相談ができる臨床検査技育成講習会」など日
臨技を含めた現在の情勢についての報告を含めた挨
拶がありました。次いで議長に堀出剛氏、総会運営
規程に基づき書記、資格審査委員兼議事運営委員、
議事録署名人が選出され、資格審査委員長から正会
員数2,808名（過半数1,404名）のところ出席者数120
名、委任状出席1,984名の合計2,104名の出席があり、
総会が成立していることが宣言され議案審議へと進みました。審議事項として、第１号議案「平成25年度事
業報告」、第２号議案「平成25年度決算報告」、第３号議案「平成25年度監査報告」、第４号議案「平成26・
27年度役員選任について」の各議案ともに賛成多数で承認されました。審議事項に引き続き、報告事項とし
て、「平成26年度事業計画」、「平成26年度収支予算」についての報告とともに、本総会をもって退任される
松本祐之会長を顧問として選任することが報告されました。
　総会に引き続き、愛知県健康福祉部保健医療局長の加藤昌弘氏（代読；健康福祉部保健医療局生活衛生課
主幹住野昌幸氏）を来賓としてお迎えし、ご挨拶いただいた後、第14回愛知県医学検査学会学術奨励賞、永
年職務精励者の表彰式が執り行われました。学術奨励賞は豊田厚生病院の酒巻尚子氏、愛知医科大学病院の
黒田康子氏、小牧市民病院の岩田晃裕氏の３氏が受賞され、永年職務精励者は49名が受賞されました。おめ
でとうございました。

公益社団法人愛知県臨床検査技師会
平成 26 年度定時総会開催報告

副会長　　藤田　　孝

総会風景

学術奨励賞来賓挨拶
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副会長　所　嘉朗
　平成26年度新人サポート研修会が、梅雨の真った
だなかの６月21日（土）と22日（日）の両日、中部大
学生命健康科学部55号館講義室において開催されま
した。テーマは例年通り「緊急および日当直に役立
つ臨床検査の知識と技術」で、新人、今年度から業
務担当が代わった技師あるいはもう一度基礎を学び
たい技師などを対象としました。参加者は２日間で
延べ384名、内訳は21日が198名、22日が186名で会
員が277名、非会員が87名、学生は20名でした。非
会員はほぼ今年度会員申請中の新人と思われます。
　講義は生物化学分析検査、血液検査、生理検査、
一般検査、輸血検査、病理検査の６研究班を中心と
し、医療従事者に必要な接遇基礎や技師会を知って
いただくための臨床検査技師会活動の紹介もプログ
ラムに入れました。22日（日）の昼食の時間帯はロ
シュ・ダイアグノスティックス株式会社からは「甲
状腺疾患と臨床検査」、ラジオメーター株式会社か
らは「緊急時の血液ガス分析」、シスメックス株式
会社からは「薬物中毒検出用キットの性能と活用方
法」、デンカ生研株式会社からは「陰性？陽性？－
結果判定に苦慮するPOCT－」の４つのランチョン
セミナーを企画しました。一方的な講義とならない
ために、赤と青カードを配布して講演内容に関する
質問を織り交ぜ、受講者に積極的に参加していただ
く工夫もしました。
　今回でこの研修会は６回目となり内容は徐々に充
実してきましたが、参加者からのアンケートではプ
レゼンの仕方に対するご意見などもありました。今
後、これらの課題を学術部門で検討し、よりよい研
修会としていきます。ご期待ください。

安城更生病院　臨床検査技術科　河合　涼
　二日間にわたって開催された新人サポート研修会
では、日当直に関連したスキル取得を目的に勉強し
ました。昨年に続いて二回目の参加になりますが、
病理細胞検査研究班が新たに加わり、日当直時の病
理検体の取り扱いについて講義していただきまし
た。昨年も講義していただいた研究班では、基礎的
な内容から実際のデータの見方や臨床への報告で注
意すべき点など、二択問題を織り交ぜながら勉強し
ました。二択問題は復習しながら学ぶことができる
ため記憶に残りやすく、昨年と同じような内容の問
題では迷うことなく解答することができました。し
かし普段携わっていない分野では記憶が薄れている
部分も少なからずありました。そのため、もう一度
基礎から学んでいく必要のある分野を再認識するこ
とができました。今回学んだことを活かし、どの領
域の検査に対しても不安なく対応できるよう、日当
直に臨みたいと思います。

  平成26年度 新人サポート研修会報告    新人サポート研修会に参加して  
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独立行政法人地域医療機能推進機構　中京病院
塚本　大輔

　この度行われた新人教育（サポート）研修では、
６月21日、22日の２日に亘り検体の取扱いや、結果
報告時の注意点等当直者の業務内容についてを中心
に講義していただきました。
　各分野ごとに最前線で活躍されている検査技師の
方から、当直時に行う検査の概要等の基本事項及び
データの見方や注意事項を説明していただき、各講

義の最後には実際に起こった状況に対しての２択問
題が提示され、講義内容を思い出しながら回答する
ことでしっかりと記憶に残すことができました。ま
た、22日には医療従事者の接遇に関する講義があり、
周囲の人とグループを作って互いに表情や喋り口
調、言葉遣いを確認し合うことで、患者様に対して
どのように接すると良いのかを学ぶことができまし
た。
　この研修会で学んだ基礎知識を今後の検査業務に
活かし、より多くの経験を積み、臨床検査技師とし
ての自分を成長させていきたいと考えます。

  新人教育（サポート）研修に参加して  

　今年度もスポーツ大会（ボウリング大会）を開催
いたします。大会は例年通り地区チーム、研究班チ
ーム、賛助会員チームでの競技を考えております。
チーム編成については下記を参照ください。
その後の懇親会への参加もお願いいたします。
 

★ボウリング大会

日 時：平成26年10月25日（土）
 15：00 ～ 17：30（表彰式を含む）
場 所：スポルト名古屋
 〒460-0007　名古屋市中区栄2-45-26
 電話：052-261-3111
参 加 費：1,000円（２ゲーム代・飲物代・靴代・

賞品代含む）
チーム編成：各地区、学術部研究班、賛助会員各５

名以上（女性２名以上を含む）
参加申込方法：施設に配布しました参加申し込み票

に記載の上、施設連絡者を通じて各地区
理事へお申込みください。学術部につい
ては各班長が取りまとめください。

締 切 日：平成26年10月３日（金）
大会要網：ゲーム数は１名２ゲーム
 ＜団体戦＞各地区、学術部研究班、賛助

会員の上位５名（男性３名・女性２名）
だけの合計点数

 ＜個人戦＞２ゲームの合計点数（男女別）
賞 品：団体戦　上位３チーム
 個人戦　男女各上位３名・飛び賞・ブー

ビー賞などの賞品

★懇親会

日 時：平成26年10月25日（土）
 18：00 ～ 19：30まで
場 所：サッポロビール名古屋ビール園
 浩養園　２階　レストラン
 （元サッポロビール隣）
 〒464-0858　名古屋市千種区千種2-24-10
 電話：052-741-0211
参 加 費：3,600円
参加申込方法：ボウリング大会同様
締 切 日：ボウリング大会同様
 ＊ 懇親会のみの参加もOKです。ぜひご

参加ください。

問い合わせ先：愛臨技　組織部　岩尾　文彦
 名古屋医療センター　臨床検査部
 電話：052-951-1111
 ファックス：052-951-0664
 E-mal：kensaboss@nnh.hosp.go.jp

第37回愛臨技スポーツ大会開催のお知らせ
組織部
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　独立行政法人国立長寿医療研究センターは、昭和
13年国立愛知療養所として創設し、国立療養所中部
病院を経て、平成22年に全国に６つあるナショナル
センターの１つとして、開設しました。
　当センターにはもの忘れセンターという認知症に
特化した診療科があり、病院と研究所が一体となっ
て治療、原因究明に努めています。私たち臨床検査
部もそのサポート的役割として採血や血液検査など
を担っています。
　臨床検査部は病院外来棟２階にあり、輸血、検体、
細菌、病理、生理、採血室、高度先進検査室からな
っており、技師21名で稼働しています。
　検査部の朝は早く、８時より早朝採血を実施して
います。検査の為に絶飲食で来院される患者様や、
臨床側からとても好評をいただいております。
　８：25からのミーティングでは、各部署から技師

が全員集合し、連絡事項などの情報交換を行ってい
ます。また、「笑顔の当番」というコーナーがあり、
日替わりで技師が笑顔になれる一言を披露していま
す。ここで、笑顔になることにより、スタッフ同士
親睦を深め、日々明るく元気に取り組んでいます。

専門教科：20点
日 時：平成26年10月17日（金）18：30 ～ 20：30
場 所：名古屋マリオットアソシアホテル　16階
会 費：￥500（会場費として当日受付にて）
講演Ⅰ：「院内感染対策の一環としての針刺し・切

創対策」
 ～脅威に対し臨床検査技師はどのように

かかわるべきか～
 小牧市民病院先生 上田　知仁　先生
講演Ⅱ：「iPS細胞を用いた慢性腎臓病と糖尿病に

対する再生医療開発に向けた研究」
 京都大学iPS細胞研究所 長船　健二先生
司 会：LSIメディエンス株式会社

木澤　仙次　先生
内 容：講演Ⅰでは臨床検査技師による採血業務

の増加に伴い、安全対策を主体的かつ断
続的に構築する必要性について、事例報
告のデータ分析からご講演いただきま
す。

 講演ⅡではヒトiPS細胞から腎細胞と膵
細胞への分化誘導法開発に関する研究結
果と慢性腎臓病と糖尿病に対する再生医
療開発の現状と展望についてご講演いた
だきます。

共 催：東海地区分析研究会　協和メデックス株
式会社

愛臨技生涯教育認定登録団体研究会のご案内

東海地区分析研究会講演会

国立長寿医療研究センター 臨床検査部　　赤松麻美・山口有希

地区だより
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テ ー マ：糖尿病POCT機器を使ってみよう！
日 時：平成26年９月７日（日）13：00 ～ 16：20
場 所：名古屋大学医学部附属病院　３階講堂
一般講演13：05 ～ 14：05
　　司会：岡崎市民病院 高山千恵美
「POCT機器を理解しよう」
 刈谷豊田総合病院　臨床検査科 吉田　光徳
「糖尿病POCT機器の特徴と性能」
 刈谷豊田総合病院　高浜分院　医療技術科
 安田　　誠
実習14：15 ～ 16：15
「糖尿病POCT機器を使ってみよう」
　　進行：大同病院　臨床検査部 渡辺　美加

★本講演会は、「日本糖尿病療養指導士認定更新の
ための研修会」として第１群１単位、第２群１単
位が認定予定です。どちらかを選択してください。

【参加費】 愛知県糖尿病療養指導研究会会員無料、
その他参加者1,000円

基 礎 講 座 生物化学分析検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成26年10月19日（日）10：00 ～ 16：00
場 所：刈谷豊田総合病院　診療棟５階
 第１－２会議室
 刈谷市住吉町５丁目15
テ ー マ：心腎連関について考える
講 師：１．心不全マーカー
 　　半田市医師会健康管理センター

青木　岳史
 ２．腎障害におけるバイオマーカー
 　　藤田保健衛生大学病院 西垣　　亮
 ３．心腎連関とCKD
 　　聖霊会 聖霊病院 松山　純也
 ４．  POCTの精度管理とPOCTコーディ

ネーターの役割
 　　ロシュ ･ダイアグノスティックス株式会社
 　　LCM部門 薬師寺小百合
 ５．Reversed-CPC
 　　藤田保健衛生大学病院医学部
 　　臨床検査科 成瀬　寛之
司 会：公立陶生病院 位田　陽史
 藤田保健衛生大学病院 齊藤　　翠
内 容：近年、心腎連関といった概念が注目され

ていますが、心臓と腎臓の密接な関わり
について、解りやすく解説します。

定 員：80名　　　参加費：1,000円
申込方法：①会員番号　②氏名　③施設名　④所属

⑤連絡先（TEL、FAX）⑥生化学免疫
検査経験年数を記載のうえ、Ｅメールに
てお申込み下さい。

 （件名は必ず「基礎講座事前申し込み」
としてください。）

申 込 先：安城更生病院　臨床検査技術科
 鈴木　美穂
 （mihosuzuki@kosei.anjo.aichi.jp）
 連絡先　0566-75-2111
申込期限：平成26年９月19日（金）
 但し、定員になり次第締め切ります。
 ＊ 申込の受領および詳細については、９

月24日までにＥメールで連絡いたしま
す。なお、昼食は各自でご用意下さい。

第51回
愛知県糖尿病療養指導研究会

学術講演会
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基 礎 講 座 病理細胞検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成26年10月19日（日）９：30 ～ 16：00
場 所：名古屋大学保健学科
 本館３階検査第１実習室
 名古屋市東区大幸南1-1-20
テ ー マ：「包埋・薄切」
講 師：１）ミクロトーム・薄切に関して
 　　大和光機工業株式会社　営業部

鈴木　　要
 ２）ミクロトーム替刃の有効な使い方
 　　フェザー安全剃刀株式会社

座間　正一
 ３）包埋について
 　　市立小田原病院 磯﨑　　勝
 ４）凍結標本作製について
 　　藤田保健衛生大学病院 平澤　　浩
 ５）薄切実習
司 会：西尾市民病院 中村　広基
内 容：今回の基礎講座は、日常疑問に思うこと

も多い、薄切と包埋をテーマに取り上げ
ました。ミクロトームの使い方やメンテ
ナンスなどの初歩的なことから、科学的
観点からみた包埋技術まで幅広い内容を
企画しました。午後からは復習を兼ねて
実際に薄切をして頂きます。明日からす
ぐに使える内容となっておりますので、
新人からベテランまで多数の参加をお待
ちしております。

定 員：40名
参 加 費：3000円
申し込み：詳細はHPに載せておりますので、ご参

照ください。

基 礎 講 座 微生物検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成26年10月26日（日）９：00 ～ 17：00
場 所：名古屋大学医学部　基礎医学研究棟
テ ー マ：『これであなたもStep up!! 明日から使え

る同定検査　呼吸器材料編』
対 象 者：微生物経験年数５年程度までを目安とし

ます。
担 当：江南厚生病院 河内　　誠
 名古屋第二赤十字病院 原　　祐樹
 刈谷豊田総合病院 犬飼ともみ
 愛臨技微生物検査研究班　班員
内 容：「呼吸器関連材料の同定検査」をテーマ

に日常業務でよく遭遇する菌の同定には
じまり、マイコプラズマ、レジオネラと
いった非定型病原体に対するアプローチ
まで充実した内容を企画しました。日常
では稀なCAMP試験や”嵐の発酵”をはじ
めとした検査法の閲覧・解説や最新の微
生物検査関連機器の展示・紹介なども予
定しております。参加いただいたみなさ
んのStep upで即座に自施設の業務に寄
与できる内容でみなさんの参加を心より
お待ちしております。

定 員：30名程度　受付先着順（※定員を超えた
場合は調整させていただき、後日申し込
まれた方全員に詳細をe-mailにてご連絡
いたします）

参 加 費：3,000円を当日徴収します
 （県外会員：3,500円、非会員：4,000円）
申 込：愛臨技微生物検査研究班ホームページに

て必要事項を記入し、お申し込み下さい。
 （http://www.aichi-amt.or.jp/labo/

microbio/index.html）
申込期間：平成26年９月23日～ 10月10日
問合せ先：刈谷豊田総合病院 犬飼ともみ
 e-mail：tomomi.inukai@toyota-kai.or.jp
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研 究 会 微生物検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成26年９月６日（土）15：30 ～ 18：00
場 所：名城病院　地下大会議室
テ ー マ：『届け出感染症に立ち向かう
 　　　～三類感染症を中心に～』
講 演：
１．届け出感染症の発生状況と公的機関から見えた
課題

 岡崎市保健所 中根　邦彦
２．大学病院における分子疫学的検査法からのアプ
ローチ

 愛知医科大学病院 坂梨　大輔
３．三類感染症の検出はあなた次第！
 小牧市民病院 宮木　祐輝
司 会：刈谷豊田総合病院 藏前　　仁

研 究 会 血液検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成26年９月20日（土）15：00 ～ 17：00
場 所：スズケン名古屋支店　２F会議室
テ ー マ：フローサイトメトリーの基礎知識
講 　 師：ベックマン・コールター株式会社学術部

清水　宏伸
司 会：愛知県がんセンター中央病院

田中　里枝

研 究 会 生理検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成26年９月20日（土）15：00 ～ 17：00
場 所：名古屋市立大学　医学研究科　医学部研

究棟11階講義室A
テ ー マ：ホルター検査の応用技術と解析テクニッ

クを学ぼう！ 
講 師：１.「心臓突然死の予知パラメータ」
 　　フクダ電子中部販売株式会社

岡部　弓枝
 ２.「ホルター解析のテクニックとコツ」
 　　藤田保健衛生大学病院 大平　佳美

渡邉　真衣
司 会：１．藤田保健衛生大学病院 犬塚　　斉
 ２．碧南市民病院 山田　裕香
内 容：近年、様々な心臓突然死（SCD）の予知

パラメータが検討され診療報酬点数も付
くようになりました。そこで今回は、
LP検査を中心に、ホルター心電図から
計測される各種SCD予知パラメータの
解析方法と臨床的意義について解説して
頂きます。また、日常で行われるホルタ
ー検査について、取付けから解析、報告
に至るまでのテクニックとコツを解説し
て頂きます。

平成26年7月10日現在　会員数2,827名

※求人情報、理事会・常務理事会議事録はホ
ームページを御覧いただくか、事務所へお
問合せください。

　会員の皆様の原稿を募集しています。
　写真、豆知識、コーヒーブレイクなど
ジャンルを問いません。
　愛臨技事務所へメールでお送りください。

原稿募集　生涯教育点数が関係する行事に参加される
方は、必ず会員証をお持ち下さい。
　会員証をお忘れになった方は、自己申請し
て頂くことになります。
　申請用紙は愛臨技ＨＰの各種手続きにあり
ます。

お知らせ
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